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１  名称
すこやか長寿祭ふれあい交流会

２  目的
　熟年世代が今まで培ってきた知識や豊富な経験などを次世代に伝え、伝承・活用していくための
手段としての熟年メッセージや幅広い世代の参加による文化活動の発表の機会を設けることで、急
速に進展する高齢社会において、世代間の交流を促進し、多世代間の生活観・価値観の違いを理解
し合うことにより、誰もが生きがいを持ち続けて、健康で安心して暮らせる長寿社会の構築を目指す。

３  主催等
（１）主 催

すこやか長寿祭ふれあい交流会実行委員会、公益財団法人しずおか健康長寿財団

（２）後 援
静岡県、公益財団法人静岡県文化財団、一般財団法人静岡県老人クラブ連合会、NHK静岡
放送局、静岡新聞社・静岡放送、中日新聞東海本社、静岡朝日テレビ、テレビ静岡、だいい
ちテレビ、読売新聞静岡支局、朝日新聞静岡総局、産経新聞社静岡支局、毎日新聞静岡支局

（３）協 賛
羽立工業、静岡県老人保養所「寿荘」、静岡銀行、スルガ銀行、清水銀行、天神屋、静岡
ガス、杏林堂薬局、静岡県牛乳普及協会、静岡県牛乳協会、竹酔、静岡県エルピーガス
協会、静鉄ストア、花王カスタマーマーケティング、大塚製薬、中央静岡ヤクルト販売

４  開催概要
（１）日　時　平成 26年 2月 1日（土）11時 00分～ 16時 00分
（２）会　場　グランシップ中ホール・大地
（３）観覧者　980 人

５  内容
（１）音楽活動・生きがい活動を通しての多世代間の交流促進・絆づくり

・わらしな太鼓　「倭鼓舞琉（わこまる）」
・梨花幼稚園マーチングバンド＆Rika マーチングアカデミー
・神楽＆そーらん　焼津市シルバー人材センター　介護予防グループ
・リフォームファッションショー　シニアクラブ静岡県審査会優秀作品
・シニアコーラス　四季を歌う会

（２）熟年メッセージ大会
表彰式及び優秀作品の発表（3作品）、講評

（３）ロビー・エントランスアトラクション
・ねんりんピックよさこい高知 2013 美術展受賞作品展示
・第 16回すこやか長寿祭美術展県知事賞受賞作品展示
・第 11回しずおか健康創造 21ポスター標語川柳コンクール優秀作品展示
・�自立体力全国検定（羽立工業株式会社）、ディスコン（静岡県ディスコン協会）、似顔
絵コーナー（似顔絵・ウフフ）、アロマハンドトリートメント（株式会社杏林堂薬局）

大会概要Ⅰ



2

オープニングセレモニーⅡ
小学生を中心に構成されたわらしな太鼓「倭鼓舞琉」の太鼓演奏が元気に演奏された後、大会会

長の佐古伊康しずおか健康長寿財団理事長が開会の挨拶をいたしました。
さあ、地域・世代を超えた生きがいづくり、絆づくりのはじまりです。

大会実行委員 佐古会長と来賓の皆さん

わらしな太鼓「倭鼓舞琉」は結成 8年目を迎えた小学生の和太鼓サークルです。
元気な掛け声とともに演奏してくれたのは、「集い」、「倭鼓流（わこりゅう）」、「山のお囃子」です。

全員の笑顔から元気をいただきました。

わらしな太鼓　「倭鼓舞琉」（わこまる）

静岡市の服織小学校、南藁科小
学校、大川小学校、安倍口小学校、
竜南小学校の 20 名の生徒さん
と父兄・講師の皆さん
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ホールアトラクションⅢ

元気ボール体操の指導を老人クラブやミニディサービスで行っている皆さんに、神楽と南中（な
んちゅう）そーらんを組み合わせたオリジナル、「神楽＆そーらん」を元気よく舞っていただきまし
た。熱気とパワーが会場の皆さんに伝わりました。

焼津市シルバー人材センター　介護予防グループ

Rika マーチングアカデミーによる演奏に続いて梨花幼稚園（静岡市下川原）の年長さん 104 人
による楽しい音楽とダイナミックなマーチングが披露されました。演奏曲は「笑ってたいんだ」、
「ウィーアー」、「When can I see You again」（アカデミー）、「新世界より第 4楽章」、「ロックエリー
ゼのために」、「歓喜の歌」（マーチングバンド）です。

梨花幼稚園マーチングバンド＆ Rikaマーチングアカデミー
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宮川洋一先生の指導を受けて静岡市清水区中心に活動している皆さんです。「四季を歌う会」の基
本精神は「歌う喜びをみんなで分かち合う」ことで、自分達で歌う喜びを表現しようというものです。
日ごろの活動の発表の場として、今年は 125 人の会員さんが参加してくださいました。
曲目は「花の街」、「うぐいす」、「富士の山」、「羽衣とうみ」、「小さな世界」です。

シニアコーラス　「四季を歌う会」

吹奏楽演奏「静岡市立東豊田中学校 吹奏楽部」
海野雅年先生の指揮の下、35名の部員の皆さんが仲良く力を合わせて演奏をしてくださいました。

吹奏楽コンクールで 3年連続入賞されているほか、校内の「朝のあいさつ活動」、「朝清掃」や地域
での演奏活動にも取り組み、その活動が表彰されています。
曲目は「あまちゃんのテーマ」、「時代劇スペシャル」、「津軽海峡冬景色」、「北国の春」、「川の流

れのように」です。
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シニアクラブ静岡県審査会優秀作品の発表

カ
ジ
ュ
ア
ル
部
門（
２
点
）

フ
ォ
ー
マ
ル
部
門（
３
点
）

増田 孝さん（袋井市）

ロングベストは夫の大島の着物
でリバーシブル仕立てにしまし
た。地味な茶絣なので華やかに
蔦の葉を肩から袖に流れるよう
に描きました。
パンタロンスーツは叔母の単衣
の着物で作り、スタンドカラー
にして、前明きは同じ布でくる
みボタンを作りアクセントにし
ました。

川島喜志榮さん（静岡市）

派手な孔雀の刺繍柄がある留袖
を使い、ショートケープを作り
ました。アンダードレスは黒一
色にするためと、ケープが思っ
たより大きくなったので前ス
カートの左右にある家紋をプ
リーツにして隠し、ストレート
スカートにしました。ブラウス
は白の絵羽織の柄を活かして作
りました。

増田 政江さん（御前崎市）

おばさんの形見の夏紬の羽織、
その感触がよく一瞬に心惹かれ
て、おばさんを思い作品にしま
した。柄を大切に、デザインは
シンプルに描き、丈は長めにし
ました。
ベストは私のおじいさんの古
い羽二重の羽織の柄を活かし、
バッグは色々な端切を集め、バ
ラをモチーフに作りました。

大胡田寿子さん（御殿場市）

嫁入りの時、親が持たせてくれ
た二部式コートと和服を再利用
しました。
デザインはシンプルで、気品と
風格を出せるよう工夫し、日本
人らしく時代を超えても心から
愛される和装を念頭に作品に仕
上げました。親への感謝と温も
りを大切に、愛用していきます。

久保田富美子さん（清水町）

訪問着をチャイナカラーのロン
グドレスにしてみました。衿に
も柄を持っていきたくて小さな
ハギレも使いました。仮縫いも
何回もしました。
ストールは 50 年前の黒のビ
ロードのショールと長襦袢をは
ぎ合わせました。孫の結婚式に
着るのが楽しみです。
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エントランスアトラクションⅣ
知らない間に進んでいる「体力の衰え」を簡単なテスト

で客観的に測定し、生活アンケートとあわせて総合的に分
析します。

健康づくり、絆づくり、生きがいづくりにつながるよう
な参加体験型のコーナーを設けて、来場者の皆様に楽しい
ひと時を過ごしていただきました。

生活アンケート

手作業能力の測定

歩行能力の測定

自立体力全国検定
羽立工業株式会社

ディスコン
静岡県ディスコン協会

4 つの日常生活の動きを
基本にチェック！

①歩く　②家事をする
③着替える、またぐ
④起きる、立つ



7

似顔絵描きに参加してくれたのは、藤枝市内を中心に似
顔絵描きのボランティア活動をしている「似顔絵・ウフフ」
の皆さんです。

今回初めて参加していただきました。
心地良い香りと優しい刺激が来場され

た皆さんの心と体を癒してくれました。

似顔絵コーナー
似顔絵・ウフフ

アロマハンド
トリートメント
株式会社杏林堂薬局
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ねんりんピックよさこい高知 2013 美術展受賞作品
第 16 回すこやか長寿祭美術展県知事賞受賞作品

部　門 No 作品名 作者 ねんりんピック すこやか長寿祭

日本画
① 富士を遥かに黄金崎 沼田 好策 最高齢者賞
② アガパンサス 今泉 正巳 静岡県県知事賞

洋　画
③ 少女とトランペット 佐野 弘 厚生労働大臣賞
④ 明日に酔う 井上 幸美 静岡県県知事賞

彫　刻
⑤ みっきいちゃん 松下 明子 最高齢者賞
⑥ Ｋさん 佐藤 正一 静岡県県知事賞

工　芸 ⑦ 不二 大石 美保子 静岡県県知事賞

写　真
⑧ 天空の舞 山本 拓史 厚生労働大臣賞
⑨ ファミリー 綾木 恵子 静岡県県知事賞

洋
画
部
門
「
少
女
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
」

佐
野
　
弘
さ
ん
（
富
士
宮
市
）

障害者施設を退職後、趣味として始めた絵画ですが、所生から
教えられたのは「命の大切さ」でした。私の絵に常に表われる〝命〟
というテーマもその影響からくるものです。今回の作品も東日
本大震災時、津波で母を失った少女が、瓦礫の中で母に贈られ
たトランペットを吹き、母を偲び、感謝し、生きる意志を表わ
している報道記事に感動し、日本人の心に感動した私の心を描
くべく努力した作品です。生涯教えられるべき愚者でいきたい。

写真部門「天空の舞」
山本　拓史さん（富士市）

会社を退職後、撮影を始めて 11 年です。富士山の四季折々の風景は、私の
心を引き付けます。春は梅と桜、夏は登山道の灯りと夜空の星、秋は紅葉の
鮮やかな色彩、冬は雪景色の富士山と、色とりどりの風景写真が写せます。
天空の舞は 9 月中旬に静岡県裾野市で撮影をしました。朝 5 時前に現地着、
朝日が蕎麦畑に当たるまで待つこと 80 分。富士山の東側に吊るし雲、蕎麦
畑も朝日で輝き深まりゆく秋を感じながらシャッターを押しました。

厚
生
労
働
大
臣
賞

⑤

① ⑧

③

④

⑨

⑥

⑦ ②
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第 11 回しずおか健康創造 21
ポスター 標語 川柳コンクール優秀作品 

　大学でボランティア論を学ぶ 38名の皆さんに会場案
内や受付などを手伝っていただきました。
また、1階ロビーに「私が 65歳のとき」と題したメッセー

ジを展示しました。

常葉大学
学生ボランティア
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倉前　弘さん（静岡市葵区）
「リサイクル工作で子どもたちと交流」
海老原　陽子さん（藤枝市）

「いつでも夢を」
仲野　鈴代さん（静岡市葵区）

「私の生きがい」

グランプリ

準グランプリ

準グランプリ

第14回熟年メッセージ大会表彰式Ⅴ
県内各地から応募のあった 102 点の中から、1次、2次の審査会を経て選ばれた優秀作品 3点の

表彰を行いました。

準グランプリ受賞者の海老原陽子さん

グランプリ受賞者の倉前 弘さん

準グランプリ受賞者の仲野鈴代さん

左から倉前さん、仲野さん、海老原さん
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第14回熟年メッセージ大会優秀作品発表Ⅵ
表彰式に続いて、グランプリ及び準グランプリ受賞の優秀作品が本人により発表されました。

その後、西谷祐一実行委員長から第 14回熟年メッセージ大会応募作品全体の講評が行われました。
いずれの作品も力作ぞろいで、胸を打つ感動的なものが多かったと述べられました。

今回応募いただいた 102 点の作品は、ご自身の大病から人の温かさ
に気付き感謝するもの、介護施設にいる母親を喜ばせようとパフォー
マンスを覚え、母親が亡くなった後も慰問活動を続けているもの、妻
と死別後、料理に興味を覚え、野菜作りや食材を求めて自転車で街に
出かけることで元気になり、人生を謳歌しているものなど、様々な出
来事とそれを乗り越え、前向きに歩むことや支え合い労り合うことの
大切を訴える作品が多く、心打たれる内容でした。
発表された 3つの優秀作品では、リサイクル工作で子どもたちのた

めに一生懸命に尽くしているお姿や、ご自身の病気や肉親の死を音楽
や詩作を通じて乗り越えられたことに感動しました。また、夢を持つ
こと、人との関わり、笑顔の大切さを改めて学ばせていただきました。

実行委員長

西谷祐一

実行委員長講評

準グランプリ受賞

仲野　鈴代さん

家族の介護から生じた感
情を詩作に発露させ、詩
作に励むことで肉親の死
を乗り越えたこと、詩集
の発刊による人々との心
の交流や詩の魅力につい
て発表されました。
（詳細は 16、17ページです）

準グランプリ受賞

海老原　陽子さん

音楽を教え、充実した日々
から、難病に侵され、耐
える日々を続けながらも、
再び、音楽に関わること
ができた喜びと夢を持つ
ことの大切さを発表され
ました。
（詳細は 14、15 ページです）

グランプリ受賞

倉前　弘さん

納豆のパックがＵＦＯに、
お箸の棒を擦るとプロペ
ラが回るなど、はてな？
がいっぱい。身近な材料
で子どもたちと交流する
様子を、実技を交えて発
表されました。
（詳細は 12、13 ページです）
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も
な
く「
飛
ば
し
比
べ
を
し
よ
う
」
と
、声
が
か
か
る
。子
ど
も
た
ち
は
横
一
線

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
で
子
ど
も
た
ち
と
交
流

静
岡
市
葵
区
　
倉
前
　
　
弘

に
な
っ
て
飛
ば
し
、飛
距
離
を
競
い
合
う
。U
F
O
に
心
を
ひ
か
れ
、無
心
に

遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、い
つ
し
か
自
分
も
相
好
を

崩
し
て
い
る
。

が
り
が
り
と
ん
ぼ

“
が
り
が
り
と
ん
ぼ
”と
い
う
お
も
ち
ゃ
も
、子
ど
も
た
ち
の
人
気
の
的
だ
。

割
り
ば
し
1
膳
分
と
、植
木
鉢
の
鉢
底
ネ
ッ
ト
が
お
も
な
材
料
。割
り
ば

し
1
本
の
先
に
、竹
の
小
枝
を
軸
と
し
て
、紙
箱
を
切
っ
て
作
成
し
た
1
枚
の

プ
ロ
ペ
ラ
を
取
り
付
け
る
。は
し
に
は
、細
長
く
切
っ
た
鉢
底
ネ
ッ
ト
を
張
り

つ
け
て
完
成
。片
割
れ
の
は
し
で
、ネ
ッ
ト
を
前
後
に
こ
す
る
と
、プ
ロ
ペ
ラ

が
勢
い
良
く
回
り
出
す
。

子
ど
も
た
ち
は
わ
き
目
も
振
ら
ず
、一
生
懸
命
工
作
に
取
り
組
む
。仕
組
み

が
簡
単
だ
か
ら
、す
ぐ
に
出
来
上
が
る
。だ
が
、回
す
段
階
に
な
る
と
、「
う

ま
く
回
ら
な
い
」
、と
い
う
子
が
現
わ
れ
る
。そ
ん
な
と
き
は
手
を
と
っ
て
、

要
領
が
つ
か
め
る
ま
で
根
気
よ
く
教
え
て
や
る
。子
ど
も
は
順
応
性
が
早

く
、見
る
間
に
上
達
し
て
い
く
。

「
ね
え
、見
て
」
。手
ほ
ど
き
を
し
て
や
っ
た
子
が
自
慢
げ
に
回
す
様
子
を

見
せ
に
来
る
。「
う
ま
く
な
っ
た
。名
人
だ
ね
」・
は
に
か
む
よ
う
に
笑
う
こ
ど

も
の
え
く
ぼ
が
、輝
い
て
見
え
る
。

カ
エ
ル
の
コ
ー
ラ
ス

あ
る
児
童
ク
ラ
ブ
で
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。指
導
員
の
先
生
が
、

「
全
員
で
カ
エ
ル
の
歌
を
合
唱
し
な
が
ら
回
そ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。子
ど

も
た
ち
は
真
剣
な
面
持
ち
で
「
♪
カ
エ
ル
の
歌
が
、聞
こ
え
て
く
る
よ
」
と
、

声
高
々
に
歌
い
な
が
ら
回
す
。歌
の
リ
ズ
ム
と
ネ
ッ
ト
を
こ
す
る
テ
ン
ポ
が
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程
よ
く
調
和
し
、心
地
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。見
て
い
る
自
分
も
思
わ
ず
、足

で
調
子
を
と
り
だ
し
て
い
た
。

静
岡
視
覚
特
別
支
援
学
校
で
夜
、カ
エ
ル
の
鳴
き
声
を
聞
こ
う
と
い
う
学

習
が
あ
り
、お
手
伝
い
に
出
か
け
た
。し
か
し
、降
り
出
し
た
雨
が
止
ま
ず
、

屋
外
で
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。そ
こ

で
、あ
ら
か
じ
め
、そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
こ
と
を
予
想
し
て
、“
カ
エ
ル

の
コ
ー
ラ
ス
”と
い
う
遊
具
を
持
参
し
て
い
っ
た
。仕
か
け
は
、ラ
ッ
プ
の
芯
の

紙
筒
を
4
セ
ン
チ
ほ
ど
の
長
さ
に
切
っ
て
、そ
の
断
面
に
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を

貼
り
、そ
れ
と
、松
や
に
を
塗
っ
た
割
り
ば
し
と
を
タ
コ
糸
で
繋
い
だ
も
の
。

は
し
を
片
方
の
手
で
水
平
に
持
ち
、も
う
一
方
の
手
で
紙
筒
を
持
っ
て
、ブ

ラ
ン
コ
を
揺
ら
す
よ
う
に
動
か
す
と
、ギ
ャ
ッ
と
い
う
音
が
出
る
。

子
ど
も
た
ち
に
手
ほ
ど
き
を
し
て
、動
か
し
て
も
ら
う
。「
ア
ッ
、カ
エ
ル
の

音
と
同
じ
?
」
と
、確
か
め
る
よ
う
に
言
う
。「
よ
く
気
づ
き
ま
し
た
」
と
答

え
な
が
ら
、「
鳴
か
ず
ん
ば
、鳴
か
せ
て
み
よ
う
カ
エ
ル
さ
ん
」
と
、言
葉
を
繋

ぐ
。と
、子
ど
も
も
職
員
も
大
笑
い
。子
ど
も
た
ち
は
、と
き
に
は
早
く
、と
き

に
は
ゆ
っ
く
り
動
か
し
て
、“
カ
エ
ル
の
コ
ー
ラ
ス
”に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

富
士
山
コ
マ

富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
に
ち
な
ん
で“
富
士
山
コ
マ
”を
誕
生
さ
せ
た
。

た
ま
ご
の
パ
ッ
ク
に
紙
ね
ん
ど
を
つ
め
る
。ね
ん
ど
が
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

パ
ッ
ク
か
ら
外
す
と
、富
士
山
形
の
も
の
が
出
来
て
い
る
。こ
れ
に
竹
串
を
さ

し
て
、コ
マ
に
仕
立
て
る
。そ
れ
と
、ダ
ン
ボ
ー
ル
に
、富
士
山
を
か
た
ど
っ
た

シ
ル
エ
ッ
ト
を
描
き
、そ
こ
に
紐
を
張
り
つ
け
た
も
の
を
作
成
。板
の
上
で
コ

マ
を
回
す
。板
を
操
っ
て
裾
野
か
ら
頂
上
ま
で
コ
マ
を
動
か
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
団
体
が
「
静
岡
科
学
る
く
る
」
で
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、富
士
山
コ
マ
な
ど
の
遊
具
を
持
ち
込
み
、遊
ん
で
も
ら
っ
た
。登
り
口

か
ら
頂
上
へ
、そ
し
て
頂
上
か
ら
下
山
口
ま
で
、コ
マ
を
倒
す
こ
と
な
く

操
っ
た
子
に
、「
登
山
成
功
!
」
と
、声
を
弾
ま
せ
て
ほ
め
る
。子
ど
も
は
、

し
て
や
っ
た
り
と
、満
面
に
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、ハ
イ
タ
ッ
チ
を
求
め

て
く
る
。

こ
れ
ま
で
の
作
品
は
素
朴
な
も
の
ば
か
り
。し
か
し
、そ
ん
な
も
の
で
も

子
ど
も
た
ち
と
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
、新
し
い
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
、子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
。

（納豆のパック=UFO飛ばしに興じる子どもたち）

（がりがりとんぼ回しに熱中の子どもたち）

※�工作について詳細な情報を
得られたい方は、倉前さん
（電話054-246-5089）に
お問い合わせください。
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私
は
現
在
六
十
二
歳
。一
昨
年
、平
成
二
十
三
年
の
五
月
ま
で
、常
勤
講
師

と
し
て
、フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
た
。中
・
高
校
生
に
音
楽
の
授
業
を
し
、自

分
の
自
由
時
間
に
は
、友
人
と
ス
テ
ー
ジ
で
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
た
り
、と
充
実

し
た
日
々
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、そ
の
平
成
二
十
三
年
五
月
に
職
場
の
健
康
診
断
で
心
臓
の
異

常
が
発
見
さ
れ
た
。そ
し
て
、ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
埋
め
込
み
が
必
要
と
さ

れ
、検
査
か
ら
十
日
あ
ま
り
で
手
術
。突
然
障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。お

医
者
さ
ん
は
、こ
の
手
術
に
よ
っ
て
普
通
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ん

で
す
よ
、と
励
ま
し
て
く
れ
た
。そ
れ
ま
で
、張
り
切
り
過
ぎ
と
言
っ
て
も
い

い
よ
う
な
生
活
だ
っ
た
の
で
、手
術
時
の
一
週
間
の
入
院
は
、自
分
に
と
っ
て
は

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
日
々
だ
っ
た
。

自
覚
症
状
の
全
く
な
か
っ
た
私
は
、手
術
時
の
一
週
間
だ
け
が
特
別
で
あ

り
、そ
れ
以
後
も
変
わ
り
な
い
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。も
ち
ろ
ん

仕
事
は
辞
め
、「
無
理
を
し
な
い
こ
と
」
と
い
う
注
意
事
項
は
常
に
守
っ
て
生

活
し
て
き
た
。そ
し
て
少
し
ず
つ
活
動
を
始
め
た
矢
先
、手
術
か
ら
約
半
年

後
、ま
た
新
た
な
病
気
が
み
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。い
や
、「
み
つ
け
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」で
あ
る
。

い
つ
で
も
夢
を

藤
枝
市
　
海
老
原
陽
子

主
治
医
の
先
生
が
、私
が
な
ぜ
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
埋
め
込
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、ず
っ
と
疑
問
に
感
じ
て
い
て
く
れ

た
の
で
あ
る
。そ
の
た
め
、手
術
か
ら
半
年
後
、検
診
の
時
に
よ
く
な
い
数
値

が
表
れ
た
時
、よ
り
精
密
な
検
査
の
で
き
る
病
院
を
勧
め
て
く
れ
た
。そ
し

て
、そ
こ
で
の
検
査
結
果
は
、残
念
な
が
ら
先
生
の
予
想
通
り
で
あ
り
、そ
れ

は
、〝
特
定
疾
患〝
、す
な
わ
ち〝
難
病〝
で
あ
っ
た
。

前
回
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
手
術
は
、か
な
り
の
人
々
が
受
け
る
も
の
で

あ
り
、自
分
に
と
っ
て
は
シ
ョ
ッ
ク
で
も
、世
間
的
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
、と
受

け
と
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、今
回
は
難
病
で
、原
因
も
治
療
法
も
確
定
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。い
ろ
い
ろ
な
援
助
が
あ
っ
て
あ
り
が
た
い
が
、や
は
り
健
康
で

い
た
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
は
強
い
。

治
療
で
き
そ
う
な
方
法
は
ス
テ
ロ
イ
ド
の
服
用
し
か
な
い
。服
用
し
て
も

効
果
が
な
く
、今
後
に
悪
影
響
の
多
い
副
作
用
ば
か
り
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。一
番
の
心
配
は
、悪
い
と
こ
ろ
も
た
た
け
る
が
、自
分
の
免
疫
力
も

な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
。感
染
症
の
危
険
が
あ
り
、身
を
守
る
た
め
二
カ

月
の
入
院
は
必
要
だ
と
言
う
。

幸
い
三
人
の
子
ど
も
も
独
立
し
、主
人
と
二
人
暮
ら
し
な
の
で
、主
人
に

は
申
し
訳
な
い
が
、入
院
生
活
を
昨
年
の
十
二
月
と
今
年
の
一
月
の
二
ヶ
月
に

わ
た
っ
て
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

あ
ま
り
副
作
用
に
も
悩
ま
さ
れ
ず
、今
年
の
一
月
末
に
は
退
院
し
た
。薬
の

量
が
減
り
、自
分
の
免
疫
力
も
つ
い
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
が
、本
当
の
意
味
で
の
闘
病
生
活
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

様
々
な
病
気
に
な
り
や
す
い
の
で
、減
塩
、糖
分
制
限
、カ
ロ
リ
ー
制
限
な

ど
、食
生
活
の
管
理
。ま
た
感
染
に
注
意
す
る
た
め
、人
と
接
触
し
な
い
よ
う
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に
し
て
い
た
。た
と
え
ば
、ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
は
朝
早
く
、人
が
来
な
い

時
間
に
。電
車
、バ
ス
は
や
め
て
み
る
。人
と
の
集
ま
り
は
極
力
避
け
る
。一
番

親
し
い
友
人
や
妹
も
、彼
女
た
ち
の
家
族
が
入
れ
替
わ
り
で
カ
ゼ
を
ひ
い
て

い
た
た
め
、近
く
に
い
て
も
、三
ヶ
月
ほ
ど
会
わ
な
か
っ
た
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、検
査
の
結
果
は
良
く
な
っ
て
い
き
、少
し
ず
つ
薬
は

減
り
続
け
て
い
る
。あ
い
か
わ
ら
ず
自
覚
症
状
が
な
い
の
で
、検
査
の
結
果
だ

け
が
頼
り
で
あ
る
。娘
は「
お
か
あ
さ
ん
、に
ぶ
い
か
ら
ね
。」
と
言
い
、友
人

は「
が
ま
ん
強
い
ん
だ
よ
ね
。」
と
言
う
。た
ぶ
ん
、励
ま
し
て
く
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

そ
れ
で
、退
院
後
九
ヶ
月
た
っ
た
現
在
は
、と
言
う
と
驚
く
こ
と
に
週
に
二

日
ほ
ど
、家
で
小
さ
な
子
に
ピ
ア
ノ
を
教
え
て
い
る
。

退
院
直
後
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。子
ど
も
た
ち
と
接
触
し
て
カ

ゼ
な
ど
に
な
っ
た
ら
…
と
思
い
、近
づ
く
こ
と
さ
え
避
け
て
い
た
の
だ
か
ら
。

子
ど
も
た
ち
と
の
時
間
は
、私
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
く
れ
る
。

そ
し
て
、月
に
一
回
、近
く
の
公
民
館
で「
童
謡
の
会
」の
指
導
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。メ
ン
バ
ー
は
だ
い
た
い
六
十
歳
以
上
の
男
女
の
方
々
、四
十

名
ほ
ど
で
あ
る
。多
勢
の
人
が
集
ま
る
場
所
を
怖
れ
て
い
た
私
だ
が
、今
や

毎
回
張
り
切
っ
て
出
か
け
て
い
る
。

大
き
な
声
を
出
し
て
み
ん
な
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら
、歌
っ
た
り
、キ
ー
ボ
ー

ド
を
弾
く
こ
と
も
楽
し
い
。だ
が
、何
よ
り
も
メ
ン
バ
ー
の
笑
顔
が
、私
を
勇

気
づ
け
、幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
く
れ
る
。ほ
ん
の
少
し
の
行
動
範
囲
し
か

許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
日
々
か
ら
、こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
と
歌
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、大
き
な
喜
び
で
あ
る
。

十
月
の「
童
謡
の
会
」の
最
後
に
、懐
か
し
の
曲
と
い
う
こ
と
で
、「
い
つ
で

も
夢
を
」
を
歌
っ
た
。〝
は
か
な
い
涙
を
う
れ
し
い
涙
に
、あ
の
娘
は
か
え
る

歌
声
で〝
み
ん
な
が
笑
顔
で
歌
い
終
わ
っ
た
瞬
間
、こ
れ
ま
で
の
道
の
り

に
、感
謝
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。〝
あ
な
た
方
が
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
う

れ
し
い
涙
に
変
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
!〝
と
。
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堀
端
の
桜
が
葉
桜
に
な
っ
て
水
面
を
揺
ら
し
て
い
る
五
月
、私
は
二
つ
の

大
き
な
印
刷
物
の
包
を
車
に
乗
せ
て
家
路
を
急
い
で
い
ま
し
た
。心
が
急
い

で
い
た
の
は
私
だ
け
で
、運
転
す
る
夫
は
悠
然
た
る
も
の
、車
に
は
私
の
宝
物

が
の
っ
て
い
る
の
で
す
。

私
は
沼
津
か
ら
こ
の
静
岡
に
嫁
い
で
今
年
で
五
十
年
に
な
り
ま
す
。舅
姑

と
同
居
し
、子
供
も
三
人
恵
ま
れ
て
平
穏
に
幸
せ
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
崩
れ
始
め
た
の
は
昭
和
五
十
三
年
、舅
の
病
気
に
あ
り
ま
す
。

元
気
に
地
域
の
老
人
会
の
会
長
と
し
て
活
動
し
て
い
た
舅
が
脳
溢
血
に
な

り
、左
半
身
麻
痺
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。も
と
も
と
弱
か
っ
た
姑
も
休

み
が
ち
に
な
り
、介
護
や
家
の
中
の
こ
と
が
私
の
肩
に
圧
し
掛
か
っ
て
き
ま

し
た
。

私
は
若
か
っ
た
の
で
介
護
は
苦
痛
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。舅
に
つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
行
っ
た
り
、入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
時
、そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
達
に
出
会
っ
て
、温
か
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
感
動

し
た
り
、歩
け
な
く
な
っ
た
舅
の
姿
に
同
情
し
た
り
、い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
溜

ま
り
溜
ま
っ
て
書
き
た
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
も
学
生
時
代
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
詩
を
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま

私
の
い
き
が
い

静
岡
市
葵
区
　
仲
野
　
鈴
代

し
た
。私
が
四
十
五
歳
の
時
で
す
。思
い
切
っ
て
静
岡
詩
を
つ
く
る
会
の
門
を

た
た
き
ま
し
た
。

月
に
一
回
の
勉
強
会
の
日
、そ
の
日
は
家
政
婦
さ
ん
に
舅
の
こ
と
姑
の
こ
と

を
お
願
い
し
て
私
は
詩
を
つ
く
る
会
に
出
掛
け
て
い
き
ま
し
た
。お
堀
の
側

の
教
育
会
館
が
会
場
で
す
。そ
の
こ
と
は
私
の
気
持
ち
を
明
る
く
さ
せ
、舅

姑
に
心
か
ら
優
し
く
接
し
、夫
や
子
供
達
に
も
笑
顔
で
接
し
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
作
品
は
さ
ん
ざ
ん
で
し
た
。

「
こ
ん
な
詩
は
面
白
く
な
い
」

表
現
が
未
熟
で
先
輩
に
そ
う
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。で
も
止
め

ま
せ
ん
で
し
た
。書
い
て
い
る
間
は
楽
し
か
っ
た
の
で
す
。出
来
た
詩
を
ポ
ス

ト
に
投
函
し
て
例
会
で
活
字
に
な
っ
た
冊
子
を
手
に
し
た
時
の
気
恥
ず
か
し

さ
、良
い
と
思
っ
て
出
し
た
の
に
活
字
に
な
る
と
違
っ
て
見
え
る
の
で
す
。自

分
の
番
が
来
て
皆
の
前
で
読
む
。そ
の
時
の
消
え
入
り
た
い
よ
う
な
思
い
、そ

の
繰
り
返
し
で
し
た
。

舅
の
介
護
八
年
目
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

大
学
生
に
な
っ
て
東
京
に
い
た
長
男
に
異
変
が
起
き
た
の
で
す
。左
足
の

膝
裏
に
腫
瘍
が
出
来
て
痛
む
と
言
う
。成
長
期
の
子
供
に
多
い
と
い
う
骨

肉
腫
で
し
た
。息
子
は
一
年
半
休
ん
で
あ
っ
け
な
く
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
姑
、舅
と
亡
く
な
り
十
カ
月
の
う
ち
に
三
つ
の
葬
列
が
家
を

で
ま
し
た
。空
し
く
て
、悔
し
く
て
、寂
し
く
て
泣
い
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た

が
、高
校
生
の
次
男
の
言
葉
で
目
が
覚
め
ま
し
た
。

「
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
う
泣
か
な
い
で
。僕
が
家
を
守
る
か
ら
」

そ
う
だ
泣
い
て
は
い
け
な
い
。娘
も
息
子
も
や
が
て
独
立
す
る
。夫
も
仕

事
が
あ
る
。私
が
足
手
ま
と
い
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。そ
う
思
っ
て
心
の
拠

り
所
と
し
て
ま
え
に
も
ま
し
て
詩
作
に
励
み
ま
し
た
。

第
14
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会  

準
グ
ラ
ン
プ
リ
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今
年
三
十
一
編
ほ
ど
作
品
が
た
ま
り
ま
し
た
の
で
思
い
切
っ
て
詩
集
を
出

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

さ
あ
本
の
名
前
は
何
に
し
よ
う
。私
の
家
の
裏
庭
に
は
大
き
な
欅
の
木
と

榎
の
木
が
あ
り
ま
す
。そ
の
木
の
下
で
木
も
れ
陽
を
浴
び
て
風
に
吹
か
れ
て

い
る
と
、心
が
癒
や
さ
れ
て
気
持
ち
が
穏
や
か
に
な
る
の
で
す
。私
の
作
品
に

は
木
を
題
材
に
し
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
で
迷
わ
ず

「
欅
の
木
の
下
で
」
と
本
の
名
前
を
決
め
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真
は
友
人
が
駿
府
城
公
園
の
欅
の
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

青
空
の
も
と
葉
を
落
と
し
て
堂
々
と
立
っ
て
い
る
私
の
大
好
き
な
欅
の
姿
で
す
。

印
刷
で
き
た
二
百
部
を
心
を
込
め
て
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、先
輩
友
人

に
送
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。私
は
詩
に
無
縁
の
私
の
友
人
に
、ま
た
親
戚
に

と
配
り
読
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

評
判
が
良
か
っ
た
で
す
。そ
の
人
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
い
詩
で
し
た
か

ら
、中
で
も
私
と
同
じ
頃
同
じ
上
足
洗
の
地
に
嫁
い
だ
さ
っ
ち
ゃ
ん
の
感
想

が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
一
気
に
読
ん
で
し
ま
っ
た
わ
。私
は
自
分
の
昔
を
思
い
出
し
た
わ
。あ
ん
た

良
く
書
い
て
く
れ
た
わ
ね
え
」

ま
る
で
私
が
そ
の
人
の
人
生
を
詩
に
書
い
た
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

舅
姑
に
つ
か
え
、三
人
の
子
供
を
産
み
育
て
さ
っ
ち
ゃ
ん
は
専
業
農
家
で
今

で
も
田
畑
を
耕
し
て
お
米
や
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。私
と
さ
っ
ち
ゃ
ん
に
は

共
通
す
る
苦
労
も
沢
山
あ
っ
た
の
で
す
。書
き
手
の
人
生
と
読
み
手
の
人
生

を
重
ね
あ
わ
せ
て
み
る
。詩
の
観
賞
っ
て
そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
。娘
は
こ

う
言
い
ま
し
た
。

「
今
ま
で
同
人
誌
に
載
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
の
詩
を
読
ん
で
も
良
く
わ
か

ら
な
か
っ
た
。今
日
こ
の
一
冊
に
な
っ
た
詩
を
読
ん
で
み
て
初
め
て
お
母
さ
ん

が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
日
々
を
生
き
て
い
た
の
か
よ
く
わ
か
っ
た
気
が

す
る
」
と
。

こ
れ
が
今
年
の
私
の
大
き
な
出
来
事
で
す
。こ
れ
か
ら
は
、今
関
わ
っ
て

い
る
地
区
社
協
の
高
齢
者
支
援
の
お
世
話
係
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
私
の
書
い
た
詩
や
本
の
朗
読
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、一
緒
に
体

操
を
し
た
り
、歌
っ
た
り
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、日
々
の
生
活
の
中
で

感
じ
た
こ
と
を
詩
や
文
章
に
書
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市民文芸
詩部門で市長賞を受賞
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一
年
半
前
に
妻
と
死
別
し
「
孤
独
死
対
象
者
」
と
な
り
「
ひ
と
り
暮
ら
し
」

を
し
て
い
ま
す
。

妻
を
亡
く
し
て“
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
”と
悩
み
、今
も
悟

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が“
生
き
て
い
れ
ば
良
い
こ
と
も
あ
る
”と
思
う
よ
う

に
な
り
、本
能
の
お
も
む
く
ま
ま
に
楽
し
く
、面
白
く
生
き
て
行
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。

残
さ
れ
た
人
生
を
自
分
の
頭
で
考
え
、口
で
食
べ
て
話
し
、目
で
見
て
読
ん

で
、手
足
を
動
か
す
事
が
長
く
続
く
よ
う
に『
健
康
第
一
』の
暮
し
を
心
が
け
、

P
P
K（
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
）が
目
標
で
す
。

健
康
の
基
本
は
食
事
・
睡
眠
・
運
動
と
言
わ
れ
、私
た
ち
は
、そ
れ
を
無
意

識
に
し
て
生
き
て
い
ま
す
が
、ボ
ケ
た
り
色
ん
な
障
害
が
出
て
く
る
の
は
自

分
の
個
性
に
合
っ
て
な
い
事
を
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
現
在
の「
ひ
と
り
暮
ら
し
」は
、料
理
を
中
心
に
農
園
と
自
転
車
が
有

機
的
に
関
連
し
て
健
康
生
活
を
支
え
安
定
さ
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

気
候
温
暖
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
静
岡
市
は
、イ
ン
フ
ラ
は
整
備
さ
れ「
ひ
と
り

暮
し
」の
し
や
す
い
街
で
す
。

自
転
車
で
十
分
以
内
に
ス
ー
パ
ー
、飲
食
店
、惣
菜
店
が
点
在
し
、宅
食
業

私
は
『
独
身
貴
族
』

静
岡
市
駿
河
区
　
熊
本
　
　
篤

者
も
数
軒
あ
り“
食
べ
る
事
”に
は
困
ら
な
い
し
、一
人
に
な
っ
て
も
料
理
す
る

事
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、外
食
は
出
か
け
る
の
が
面
倒
で
、食
物
、気
軽
に
行
け
る
店
が

限
定
さ
れ
飽
い
て
き
ま
す
し
、一
人
で
食
べ
る
外
食
は
侘
し
い
も
の
で
す
。

弁
当
も
同
じ
で
、宅
食
も
味
、量
が
合
わ
ず
経
済
的
負
担
も
大
き
く
て
、何

時
の
間
に
か
自
分
で
作
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

・
何
を
食
べ
る
か
考
え
る
―
食
材
を
購
入
し
て
準
備
す
る
―
作
る（
料
理

す
る
）
―
食
べ
る
―
か
た
づ
け
る
。と
い
う
一
連
の
作
業
は
、楽
し
く
達
成
感

が
あ
り
、充
実
し
て
減
り
張
り
の
あ
る
一
人
暮
ら
し
の
主
役
で
す
。

レ
シ
ピ
が
愛
読
書
に
な
り
テ
レ
ビ
も
料
理
番
組
が
優
先
で
す
。

食
材
購
入
の
た
め
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
を
比
較
し
な
が
ら
見
る
よ
う
に
な

ま
し
た
。

ど
こ
の
店
が
、何
が
安
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、数
軒
の
店
を
自
転
車
で
ま

わ
り
ま
す
。

料
理
方
法
な
ど
わ
か
ら
な
い
事
は
、店
員
さ
ん
に
積
極
的
に
話
し
か
け
る

も
の
で
す
か
ら
今
で
は
、店
員
さ
ん
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
く
れ
、料
理
以
外

の
事
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。

自
分
で
買
物
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、家
計
簿
を
つ
け
る
の
が
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。

料
理
を
毎
日
つ
づ
け
る
た
め
に
、私
は
次
の
こ
と
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

・
食
べ
る
事
に
興
味
を
も
ち
常
に
五
感
を
働
か
せ
る

・
何
を
食
べ
る
か
、前
も
っ
て
考
え
準
備
す
る

・
わ
か
ら
な
い
事
は
、す
ぐ
聞
く
か
メ
モ
す
る

・
台
所
は
じ
め
室
内
は
、い
つ
も
整
理
整
頓
、清
潔
に
す
る

・
失
敗
を
お
そ
れ
ず
新
し
い
料
理
に
挑
戦
す
る

第
14
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会  

は
つ
ら
つ
賞
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料
理
が
で
き
る
体
調
を
維
持
す
る
た
め
に
、ラ
ジ
オ
体
操
と
軽
運
動
を
日

課
に
す
る

料
理
が
ど
ん
な
に
大
変
か
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
い
ま
す
が
、楽
し
い
生

甲
斐
も
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
、「
農
業
体
験
農
園
」
で
畑
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。毎
朝
、自
転
車
で

農
園
に
行
く
こ
と
か
ら
一
日
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

自
然
と
触
れ
合
い
、水
や
り
な
ど
育
成
に
頭
を
使
い
、収
穫
の
喜
び
を
感

じ
、同
じ
目
的
を
も
っ
た
人
た
ち
と
の
交
流
は
健
康
で
ボ
ケ
防
止
の
暮
し
を

実
践
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

収
穫
し
た
野
菜
の
料
理
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
、無
農
薬
野
菜
い
っ
ぱ
い

の
食
生
活
は
快
調
で
、青
汁
な
ど
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
飲
ん
で
い
ま
せ
ん
。

料
理
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
、こ
の
一
年
で
体
重

が
七
～
八
㎏
減
り
、そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
血
圧
も
下
が
り
、標
準
血
圧

内
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

一
年
以
上
病
院
へ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

降
圧
剤
や
睡
眠
薬
な
ど
の“
薬
”は
何
一
つ
の
ん
で
い
ま
せ
ん
。

八
月
の「
県
民
の
日
」に
静
岡
短
期
大
学
で
体
成
分
を
検
査
し
て
も
ら
い
、

色
々
な
項
目
が
全
て
適
正
か
そ
れ
以
上
で
し
た
。

静
岡
県
の
健
康
年
齢
は
男
性
七
十
一・
六
八
歳
で
全
国
二
位
だ
そ
う
で
す
。

私
は
実
年
齢
七
十
三
歳
、身
体
年
齢
は
五
十
七
歳
と
測
定
さ
れ
、当
分
ボ
ケ

そ
う
に
な
い
と
励
ま
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

料
理
を
す
る
と
ボ
ケ
て
い
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
と
認
知
症
予
防
に
は
料
理
を
す
る
こ
と
が
、最
適
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

「
俺
が
先
に
逝
く
」と
思
っ
て
い
る
男
の
方
も
、今
日
か
ら
台
所
に
立
ち
ま
し
ょ
う
。

男
性
が
料
理
を
す
る
こ
と
で
男
女
平
等
の
社
会
が
実
現
し
、熟
年
離
婚

も
少
な
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
は
好
奇
心
が
強
い
の
か
、し
た
い
事
、知
り
た
い
事
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
ボ
ケ
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
は“
孤
独
老
人
”で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

独
身
貴
族
の
自
由
な
人
生
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。

農園で人参を収穫

豚汁と鯖の煮付の夕食

台所で料理をする
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私
の
母
は
、湯
ヶ
原
に
住
ん
で
い
る
兄
夫
婦
と
同
居
し
て
い
ま
し
た
が
、大

腿
骨
を
骨
折
し
た
事
を
機
に
介
護
施
設
に
入
所
し
ま
し
た
。

義
姉
は
毎
日
、母
の
好
き
な
食
べ
物
を
持
っ
た
り
、頭
の
体
操
と
し
て
簡
単

な
計
算
を
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
計
算
も
段
々
で
き
な
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

私
も
月
に
一
度
ほ
ど
由
比
か
ら
母
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
が
、私
の
顔
を
見

て
も
何
か
無
表
情
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

あ
る
日
母
が
寂
し
く
無
い
様
に
、認
知
症
が
進
ま
な
い
様
に
と
の
思
い
か

ら
、お
も
ち
ゃ
屋
で
言
葉
を
し
ゃ
べ
る
人
形
を
買
い
母
に
渡
し
た
処
「
い
や

だ
」
と
言
っ
て
私
に
投
げ
返
し
て
き
ま
し
た
。

感
情
が
出
る
か
と
思
っ
た
の
に
…
そ
れ
ど
こ
ろ
か
母
は
次
第
に
我
が
子
も

分
か
ら
な
く
な
り
、悲
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

母
の
苦
労
や
私
達
四
人
の
子
供
に
注
い
で
く
れ
た
感
情
等
を
考
え
る
と
、

も
う
一
度
母
の
笑
顔
が
見
た
い
と
い
う
思
い
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
母
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
日
々
思
い
、手
探
り

し
て
い
た
と
こ
ろ
あ
る
日
、ど
じ
ょ
う
す
く
い
を
目
に
し
た
の
で
し
た
。

泥
臭
く
滑
稽
で
、な
ん
と
も
言
え
な
い
顔
の
表
情
で
踊
る
の
を
見
て
こ
れ

ど
じ
ょ
う
す
く
い
か
ら
幸
せ
す
く
い
へ

静
岡
市
清
水
区
　
内
藤
二
三
代

だ
と
思
い
ま
し
た
。

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
で
ど
じ
ょ
う
す
く
い
を
見
つ
け
、通
う
事
に
し
ま
し
た
。

講
座
の
あ
る
日
は
び
く
と
箕
を
入
れ
た
大
き
な
荷
物
を
鞄
に
入
れ
て
、家

を
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

近
所
の
人
に
そ
の
姿
を
見
ら
れ
る
と
「
何
処
へ
旅
行
に
行
く
の
」
と
聞
か

れ
ま
し
た
が
、中
々
ど
じ
ょ
う
す
く
い
を
習
い
に
行
く
と
は
言
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

講
座
に
通
っ
て
一
年
位
経
っ
て
、こ
れ
な
ら
母
に
笑
っ
て
も
ら
え
る
か
な
と

思
え
る
よ
う
に
な
り
、あ
る
時
、母
の
居
る
施
設
を
慰
問
さ
せ
て
い
た
だ
く

事
に
し
ま
し
た
。

♪　

あ
ら
え
っ
さ
っ
さ
ぁ
お
や
じ
ど
こ
へ
…
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
私
が
踊

り
出
す
と
、入
所
し
て
い
る
人
達
も
笑
顔
で
手
拍
子
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

踊
り
な
が
ら
母
を
見
る
と
少
し
笑
っ
て
く
れ
た
様
な
気
が
し
ま
し
た
。私

も
本
当
に
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。母
と
共
に
V
サ
イ
ン
を
し
、写
真
に
納
ま

る
事
が
出
来
大
変
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、そ
の
母
も
穏
や
か
な
顔
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年

九
十
四
歳
で
し
た
。

母
の
笑
顔
が
見
た
い
と
い
う
思
い
で
始
め
た
ど
じ
ょ
う
す
く
い
で
し
た

が
、今
で
は
色
々
な
施
設
で
踊
ら
せ
て
い
た
だ
く
様
に
な
り
ま
し
た
。

私
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら
、レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
酓
長
の
娘
、七
福
神

踊
り
等
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
七
年
。そ
の
間
、た
く
さ
ん
の
お
年
寄
り
と
の
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。

英
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、仲
良
し
の
素
敵
な
老
夫
婦
…
。

第
14
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会  

は
つ
ら
つ
賞



21

私
に
と
っ
て
も
人
生
の
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
年
寄
り
に
元
気
な
笑
顔
と
パ
ワ
ー
を
分
け
て
あ
げ
ら
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

ど
じ
ょ
う
す
く
い
な
ら
ぬ
幸
せ
す
く
い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
で
は
近
所
の
人
達
に
大
き
な
鞄
を
持
っ
て
い
る
と「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
に

行
く
の
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
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私
の
原
点
　
そ
な
え
よ
つ
ね
に

娘
が
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
入
り
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
ら
、知
ら
な

い
事
ば
か
り
、リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
、研
修
は
キ
ャ
ン
プ
生
活
で
、テ
ン

ト
の
張
り
方
、飯
盒
、ア
ル
ミ
箔
で
の
料
理
、山
菜
で
て
ん
ぷ
ら
、野
外
生
活

で
の
最
小
限
必
要
な
知
識
、救
急
法
、手
旗
、ロ
ー
プ
結
び
、寸
劇
、歌
集
作

り
、リ
ー
ダ
ー
会
で
情
報
収
集
な
ど
、二
十
年
間
学
ん
だ
事
が
今
、私
の
人
生

に
於
い
て
、他
人
を
優
先
す
る
心
、思
い
や
る
心
を
育
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
仲
良
く
、元
気
に
、楽
し
く

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
公
文
名
た
す
と
ク
ラ
ブ
」
女
性
部
活
動
（
毎
月
第

三
土
曜
日
の
午
後
一
時
よ
り
、お
喋
り
会
）に
多
く
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
た

い
と
の
気
持
ち
で「
た
す
と
だ
よ
り
」の
発
行
を
続
け
て
、十
月
で
四
十
二
号

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
内
容
は
連
合
会
、た
す
と
ク
ラ
ブ
の
行
事
、テ
レ
ビ
、

新
聞
で
目
に
付
い
た
出
来
事
、お
喋
り
を
し
な
が
ら
や
る
教
材
の
資
料
（
折

り
紙
の
折
り
方
の
手
順
）、料
理
レ
シ
ピ
な
ど
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
。

メ
ン
バ
ー
が
来
月
は
「
何
を
や
る
?
」
と
、私
は
「
ま
だ
何
も
考
え
て
い
な

い
」
と
答
え
る
と
、そ
れ
な
ら
私
が
和
紙
を
使
っ
て
「
し
お
り
人
形
」
を
、私

は
毛
糸
で「
魔
法
の
た
わ
し
」
を
作
れ
る
か
ら
、と
言
っ
て
積
極
的
に
講
師
を

柔
軟
な
心
で
高
齢
社
会
を
歩
む

裾
野
市
　
室
伏
　
楊
子

買
っ
て
出
て
く
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
、こ
の
会
の
楽
し
い
こ
と
は
三
時
に
な
る
と
、う
ど
ん
、そ
ば
、お

し
る
こ
、お
漬
物
な
ど
み
ん
な
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
自
宅
で
作
っ
て
、

持
っ
て
来
て
、食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
仲
間
が
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
メ
ン
バ
ー
は
他
人
を
思
い
や
り
他
人
の
喜
び
を
自
分
の
喜
び

と
し
て
と
ら
え
、お
互
い
に
得
意
と
す
る
分
野
を
認
め
、伸
ば
し
て
い
く
す
ば

ら
し
い
活
動
が
く
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
挑
戦

メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
ひ
ま
わ
り
の
苗
を
提
供
す
る
か
ら
植
え
な
い
か
と
話
が

あ
り
、も
う
一
人
の
メ
ン
バ
ー
、休
耕
田
が
有
る
よ・・・
皆
で
や
っ
て
み
よ
う
か
。

四
月
、メ
ン
バ
ー
二
十
五
人
で
、草
取
り
を
し
て
か
ら
耕
運
機
で
整
地
、ひ

ま
わ
り
の
苗
九
百
本
を
植
え
、腰
が
痛
い
け
ど
、膝
が
痛
い
け
ど
、と
言
い
な

が
ら
作
業
を
し
、六
月
に
入
る
と
つ
ぼ
み
を
持
ち
始
め
、一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

の
背
丈
に
な
る
と
花
が
咲
き
出
し
、黄
色
い
花
び
ら
、中
心
が
茶
色
の
大
き

な
花
に
ミ
ツ
バ
チ
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

一
年
に
一
回
の
社
会
見
学
旅
行

白
糸
の
滝
を
皮
切
り
に
会
社
見
学
会
や
富
士
山
、一
週
ぐ
る
り
と
ド
ラ
イ

ブ
旅
行
。地
元
の
神
社
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て
茨
城
県
の
鹿
島
神
宮
、山
梨
県

高
尾
山
穂
見
神
社
へ
と
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
、共
通
な
話
題
づ
く

り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

さ
く
ら
ん
ぼ
お
ば
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ

毎
年
五
月
の
初
旬
に
近
く
の
い
ず
み
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
が
我
が
家
に
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
に
来
ま
す
。何
時
も
二
人
住
ま
い
の
静
か
な
我
が
家
、六
十

人
位
の
園
児
で
ご
っ
た
返
し
、子
ど
も
の
は
し
ゃ
ぐ
声
、先
生
の
大
き
な
声
、

さ
く
ら
ん
ぼ
を
取
り
、食
べ
た
後
は
、種
飛
ば
し
を
し
ま
す
が
な
か
な
か
上
手
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に
飛
ば
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
・・・

「
家
で
、こ
ん
な
こ
と
や
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
う
の
で
す
。

あ
る
日
「
お
母
さ
ん
、こ
こ
が
さ
く
ら
ん
ぼ
お
ば
ち
ゃ
ん
の
家
」「
そ
う
」
、

家
の
前
を
通
る
親
子
の
会
話
が
聞
こ
え
て
来
ま
し
た
の
で
道
へ
出
て
「
こ
ん

に
ち
は
」
と
挨
拶
す
る
と
お
母
さ
ん
が
駆
け
寄
っ
て
来
て「
逢
え
て
嬉
し
い
で

す
、お
弁
当
箱
に
さ
く
ら
ん
ぼ
の
種
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。こ
こ
が
さ
く
ら
ん
ぼ
お
ば
さ
ん
の
家
だ
っ
た
の
で
す
ね
」
そ
こ
で「
さ

く
ら
ん
ぼ
の
木
を
見
ま
す
か
」
と
案
内
…
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
し
て
い
る

と
「
さ
く
ら
ん
ぼ
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
駆
け
寄
っ
て
来
て
く
れ
ま
す
。さ
く
ら
ん

ぼ
で
親
子
の
会
話
に
手
助
け
し
て
い
る
か
と
思
う
と
嬉
し
い
で
す
。私
は
子

供
さ
ん
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
、あ
そ
こ
の
家
で
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
し
た

事
を
心
の
片
隅
に
思
い
出
と
し
て
残
っ
た
ら
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

折
り
紙

又
、近
く
の
中
学
校
の
福
祉
部
よ
り
頂
い
た
「
福
祉
部
だ
よ
り
」
を
見
て
、

興
味
を
持
ち
、担
当
の
先
生
と
連
絡
を
取
り
、七
月
夏
休
み
前
に
学
校
を
訪

問
、公
文
名
た
す
と
ク
ラ
ブ
で
発
行
し
て
い
る「
た
す
と
だ
よ
り
」
を
見
て
も

ら
う
と
、折
り
紙
の
記
事
に
話
が
集
中
し
、生
徒
さ
ん
か
ら「
又
学
校
に
来
て

く
れ
ま
す
か
」
と
、思
わ
ず
御
依
頼
を
う
け
ま
し
た
。

九
月
に
入
っ
て
、心
と
き
め
か
せ
な
が
ら
二
度
目
の
中
学
校
福
祉
部
訪
問

で
す
。折
り
紙
を
や
る
の
に
は
寸
法
を
出
し
、紙
を
切
り
、折
っ
て
組
み
合
わ

せ
る
手
順
で
す
が
、き
れ
い
な
面
を
出
す
に
は
苦
労
し
ま
す
、出
来
上
が
っ
て

か
ら
、こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
と
失
敗
す
る
こ
と
も
有
る
の
で
、一
時
間

と
い
う
短
い
部
活
時
間
を
上
手
に
使
う
に
は
、一
部
を
家
で
作
り
、学
校
で
は

組
み
合
わ
せ
る
だ
け
で
出
来
上
が
る
方
法
と
し
て
準
備
、八
角
箱
を
折
る
前

に
、紙
は
市
の
文
化
セ
ン
タ
ー
で
期
限
切
れ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い

る
事
や
、折
る
手
順
な
ど
を
説
明
し
、作
業
に
入
る
と
元
気
な
声
で「
や
っ

た
!
」「
私
も
・・
」
八
角
箱
を
完
成
さ
せ
、皆
、に
こ
に
こ
と
笑
顔
に
な
り

喜
び
は
一
入
、そ
の
う
れ
し
さ
は
私
に
直
ぐ
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

私
達
が
年
輪
を
重
ね
、色
々
と
学
ん
で
来
た
知
識
・
技
能
を
若
い
人
た

ち
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、日
本
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
文
化
、お
も
て
な

し
の
心
を
育
ん
で
頂
き
た
い
、私
も
若
者
に
耳
を
傾
け
、若
者
の
考
え
方

を
学
び
、こ
れ
か
ら
の
新
し
い
高
齢
社
会
を
歩
き
続
け
て
い
き
た
い
。

「たすとクラブ」で　右手前が筆者

東中学校福祉部の皆さんと八角箱制作中

さくらんぼ狩りです

つるしかざりを制作中
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一
九
七
〇
年
代
に
登
場
し
た
熟
年
と
い
う
言
葉
は
余
り
好
き
な
日
本
語
と

し
て
私
は
迎
え
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。広
辞
苑
に
は
「
人
生

経
験
を
積
み
円
熟
し
た
年
頃
、老
年
の
前
に
あ
た
り
中
高
年
に
相
当
」
と
あ

り
立
派
な
後
期
高
齢
者
の
私
は
果
た
し
て
立
派
な
熟
年
か
な
あ
～
と
首
を

傾
げ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
十
年
生
ま
れ
の
私
は
誕
生
し
て
七
十
八
年
余
り
が
た
ち
ま
し
た
。

多
く
の
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。果
物
の
柿
と
比
較
す
る
と
熟
し
き
っ
て

少
々
姿
形
が
く
ず
れ
、か
ろ
う
じ
て
柿
で
は
な
い
か
な
あ
～
と
思
え
る
姿
で

す
が
、私
は
こ
の
頃
の
柔
ら
か
い
熟
し
た
柿
を
つ
る
り
と
口
に
入
れ
た
時
の

甘
さ
と
感
触
が
大
好
き
で
す
。

人
間
の
熟
年
と
柿
の
熟
し
加
減
と
を
比
較
し
て
考
え
る
と
面
白
く
い
つ
も

苦
笑
し
て
お
り
ま
す
。硬
く
て
ま
だ
グ
リ
ー
ン
が
残
っ
て
い
る
柿
よ
り
も
柿

色
の
変
色
し
た
柿
、ふ
れ
る
と
つ
ぶ
れ
る
柔
ら
か
い
柿
の
方
が
複
雑
な
味
が

あ
り
私
は
お
気
に
入
り
。こ
の
味
覚
が
人
間
の
熟
年
で
は
と
考
え
る
と
今
の

私
の
年
齢
に
当
た
る
よ
う
な
気
が
し
て
自
我
自
賛
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

私
は
一
人
っ
子
、母
子
家
庭
で
育
ち
ま
し
た
。当
時
の
日
本
は
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
と
い
う
言
葉
も
、ま
わ
り
か
ら
の
愛
も
な
く
未
亡
人
の
母
は
私
を
育
て

歳
を
重
ね
る
こ
と
は
楽
し
い
!!

人
生
万
歳
・
バ
ン
ザ
イ
!!

熱
海
市
　
山
田
せ
つ
子

る
の
に
大
変
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。目
の
中
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
娘
の
将

来
が
常
に
母
の
頭
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。も
し
自
分
と
同
じ
環
境
に
な
っ
た

時
に
同
じ
苦
労
を
さ
せ
た
く
な
く
母
は
私
を
職
業
婦
人
、薬
剤
師
に
さ
せ
ま

し
た
。

薬
嫌
い
の
私
は
薬
に
た
ず
さ
わ
る
仕
事
は
不
本
意
で
し
た
が
女
性
の
仕

事
と
し
て
最
高
の
仕
事
と
考
え
る
明
治
生
ま
れ
の
母
か
ら
幼
い
頃
か
ら
洗

脳
さ
れ
育
ち
ま
し
た
。親
孝
行
の
私
は
母
の
望
み
ど
お
り
薬
剤
師
に
な
り
ま

し
た
。

結
婚
後
、夫
の
仕
事
に
同
行
、ア
メ
リ
カ
に
移
住
、一
ド
ル
が
三
百
六
十
円

時
代
で
す
。母
か
ら
頂
戴
し
た
こ
の
資
格
は
ア
メ
リ
カ
で
は
残
念
な
が
ら
役

立
た
ず
私
は
、二
男
一
女
の
子
育
て
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

末
娘
に
手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
時
で
す
。も
う
一
度
自
分
一
人
で
選
ぶ
好

き
な
学
科
を
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
勉
強
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
洋
服
づ
く
り
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
の
勉
強
で
す
。四
十
歳
か
ら
の

手
習
い
で
す
。イ
メ
ー
ジ
学
と
い
う
理
論
と
服
作
り
の
二
本
立
て
、全
く
新
し

い
こ
と
へ
と
挑
戦
で
す
。一
生
懸
命
に
学
び
ま
し
た
。

私
を
夢
中
に
さ
せ
た
イ
メ
ー
ジ
学
と
は
「
カ
ラ
ー
と
ラ
イ
ン
」
の
組
合
せ

で
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
の
不
思
議
を
研
究
す
る
学
問
で
想
像
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
す
。思
い
や
る
心
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。初
め
て
学
ぶ
分
野
で

面
白
い
学
問
で
す
。

そ
の
時
に
日
本
の
若
人
に
も
こ
の
新
鮮
さ
を
伝
え
た
い
と
大
き
な
夢
を
私

は
え
が
き
ま
し
た
。帰
国
後
私
は「
カ
ラ
ー
と
ラ
イ
ン
」の
マ
ジ
ッ
ク
を
伝
え

な
が
ら
洋
服
作
り
を
も
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。全
て
五
十
歳
か
ら
の
出
発

で
す
。

終
に
夢
が
実
現
、六
十
歳
か
ら
定
年
の
七
十
歳
ま
で
念
願
の
神
戸
の
女
子
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大
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。夢
を
持
ち
続
け
る
と
実
現
す
る
も

の
だ
と
実
感
、嬉
し
さ
で
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。そ
の
時
不
思
議
に
も
古
い

昔
の
母
の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

母
は
私
が
薬
剤
師
に
な
る
こ
と
を
好
ん
で
い
な
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

た
よ
う
で
薬
剤
師
の
資
格
は
保
険
の
よ
う
な
も
の
で
一
生
涯
そ
れ
を
使
わ
ず

に
生
活
出
来
る
こ
と
は
幸
せ
な
人
生
を
送
っ
た
あ
か
し
で
あ
る
と
は
っ
き
り

と
口
に
し
た
こ
と
で
す
。

私
の
薬
剤
師
の
資
格
は
ペ
ー
パ
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
で
終
わ
り
ま
し
た
。夢
を

も
つ
こ
と
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
ト
ラ
イ
す
る
こ
と
は
年
齢
に
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。し
か
し
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
に
は
何
よ
り
も「
身
体
の
健
康
」
と
い
う

大
き
な
財
産
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
熟
年
に
な
っ
た
私
は
思
い
ま
し
た
。

夢
実
現
に
は
持
ち
続
け
る
体
力
で
す
。

健
康
維
持
に
は
運
動
や
食
事
は
勿
論
で
す
が
私
は
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と

は
日
々
の
生
活
の
中
の
笑
い
の
量
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。長
い
年
月

を
生
き
て
き
た
熟
年
女
性
の
考
え
で
す
。笑
い
は
心
身
の
一
番
の
妙
薬
だ
と
思

い
ま
し
た
。私
は
そ
の
妙
薬
の
名
を
「
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ル
モ
ン
」
と
い
う
ピ
ッ
タ

リ
の
す
ば
ら
し
い
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。

薬
局
に
は
売
っ
て
い
な
い「
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ル
モ
ン
」
を
日
々
自
分
で
作
り
出

す
方
法
を
考
え
な
が
ら
生
き
る
大
切
さ
を
自
分
で
想
像
す
る
こ
と
に
つ
き

ま
す
。

私
の
五
十
五
年
前
の
薬
学
知
識
は
骨
と
う
品
に
な
り
ま
し
た
が
自
分
で

処
方
す
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ル
モ
ン
」は
健
在
で
す
。薬
嫌
い
の
私
で
す
が
こ
の

妙
薬
は
大
好
物
で
す
。元
気
に
は
つ
ら
つ
と
健
康
寿
命
を
の
ば
し
こ
れ
か
ら

も
生
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、日
本
大
学
の
国
際
関
係
学
部
で
日
米
比
較
文
化
論
を
若
人
に
ま
じ
っ

て
学
ん
で
お
り
ま
す
。

温
泉
好
き
の
私
は
五
年
前
に
熱
海
の
高
齢
者
住
宅
に
移
り
ま
し
た
。多

く
の
お
年
寄
り
か
ら
歳
を
と
る
楽
し
さ
、喜
び
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。

今
が
一
番
若
い
私
は
残
り
少
な
い
人
生
最
後
の
今
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ル
モ
ン
さ
ん
あ
り
が
と
う
!!
お
金
の
か
か
ら
な
い
あ
な
た

の
お
か
げ
で
す
。

　

健
康
に
感
謝
、感
謝
で
す
。あ
り
が
と
う
!!
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人
は
老
い
て
誰
も
死
ぬ
。大
統
領
も
社
長
も
王
様
も
、世
の
中
で
偉
い
と

さ
れ
て
い
る
人
も
み
ん
な
、み
ん
な
死
ぬ
。人
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
死
に
向

か
っ
て
生
き
続
け
る
。生
れ
た
数
だ
け
順
番
に
死
ん
で
い
く
。

死
は
す
べ
て
の
人
に
平
等
に
や
っ
て
く
る
。

金
さ
ん
、銀
さ
ん
の
よ
う
に
百
歳
以
上
生
き
る
人
も
い
る
け
れ
ど
、そ
れ

で
も
や
っ
ぱ
り
そ
の
時
が
く
れ
ば
死
ぬ
。

む
か
し
昔
、あ
る
国
の
王
様
が
不
老
長
寿
の
薬
を
探
し
て
く
る
よ
う
に
家

来
に
言
い
、又
街
中
に
貼
り
紙
を
し
た
。調
達
し
て
き
た
者
に
は
娘
を
嫁
に

や
る
と
言
っ
て
…
…
。

何
人
か
の
若
者
が
薬
を
求
め
て
国
を
出
て
行
っ
た
。

こ
れ
ぞ
と
思
う
も
の
を
手
に
し
て
戻
っ
た
者
の
中
に
は
、何
年
も
の
歳
月

を
費
や
し
た
者
も
い
た
。王
様
は
今
か
今
か
と
待
ち
か
ま
え
、一
人
、又
一
人
と

戻
っ
て
く
る
と
、早
速
試
し
た
。「
今
度
こ
そ
、こ
の
次
は
」
と
思
い
な
が
ら
。

だ
が
ど
れ
も
効
き
目
は
な
か
っ
た
。

世
の
中
が
ど
ん
な
に
進
化
し
、医
学
、科
学
が
発
達
し
よ
う
と
、あ
る
程
度

の
寿
命
は
延
ば
せ
て
も
時
が
来
れ
ば
み
ん
な
死
ぬ
の
だ
。

な
ぜ
こ
ん
な
暗
い
こ
と
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、転
職
し
た

葛
　
藤

藤
枝
市
　
吉
田
恵
美
子

今
の
職
場
に
起
因
し
て
い
て
、死
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
だ
。そ
し
て
今
、と
て
も
複
雑
な
気
持
ち
で
い
る
。

六
十
歳
を
前
に
し
て
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
働
き
始
め
て
約
一
年
。こ

こ
は
医
療
行
為
が
で
き
な
い
。

そ
れ
ま
で
は
医
療
現
場
で
働
い
て
い
た
。

「
死
ん
だ
方
が
ま
し
」
と
暴
言
を
吐
く
人
に
寄
り
添
い
闘
病
生
活
を
共
有

す
る
仕
事
は
、と
き
に
激
務
だ
っ
た
け
れ
ど
、迎
え
に
来
た
家
族
と
笑
顔
で
退

院
し
て
い
く
後
ろ
姿
を
見
送
る
の
は
、何
に
も
変
え
ら
れ
な
い
喜
び
だ
っ
た
。

歩
け
な
か
っ
た
人
が
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、痛
く
て
顔
を
歪
め
て
い
た
人
が

笑
顔
に
な
る
。そ
ん
な
職
場
だ
っ
た
。

人
は
別
れ
る
時
「
ま
た
ね
」
と
言
う
。け
れ
ど
、病
院
だ
け
は
二
度
と
再
会

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
所
で
、だ
か
ら
精
一
杯
治
療
し
て
、と
き
に
は
家
族
ま

で
も
巻
き
込
ん
で
協
力
し
て
も
ら
い
退
院
に
漕
ぎ
着
か
せ
る
。

そ
ん
な
社
会
復
帰
す
る
お
手
伝
い
を
す
る
所
だ
っ
た
か
ら
、自
分
は
確
か

に
医
療
の
末
端
を
支
え
て
い
る
ん
だ
と
い
う
実
感
が
あ
っ
た
。当
然
や
り
が

い
が
あ
り
、毎
日
が
充
実
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
今
度
は
人
生
の
最
後
を
見
届
け
る
職
場
だ
。二
時
間
前
ま
で
会

話
し
て
い
た
利
用
者
の
方
が
、こ
と
切
れ
る
。

そ
の
日
、私
は
休
み
だ
っ
た
。そ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
翌
日
だ
っ
た
。「
急

性
心
筋
梗
塞
」
、何
の
前
触
れ
も
な
か
っ
た
ら
し
い
。

（
ど
う
し
よ
う
も
な
い
よ
、仕
方
な
い
よ
、病
名
が
病
名
だ
も
の
）と
自
分

を
納
得
さ
せ
る
。利
用
さ
れ
て
い
た
彼
女
の
部
屋
の
前
に
立
ち
、小
声
で
名

前
を
呼
ん
で
み
る
。（
A
さ
ん
、こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
ね
え
）返
事
は
返
っ
て

こ
な
い
。

お
腹
が
痛
い
と
い
う
の
で
私
が
付
き
添
い
、息
子
さ
ん
の
車
で
総
合
病
院
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を
受
診
し
た
の
は
、ほ
ん
の
数
日
前
だ
っ
た
。

そ
の
と
き
、彼
女
が
並
の
人
生
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、息
子
さ
ん
と
の
会

話
で
知
っ
た
。

複
雑
な
家
庭
環
境
の
中
、息
子
さ
ん
は
よ
そ
に
預
け
ら
れ
、「
お
袋
は
好
き

な
よ
う
に
生
き
て
き
た
。俺
は
捨
て
ら
れ
た
よ
う
な
も
ん
だ
よ
。今
更
親
で

も
子
で
も
な
い
」
と
言
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
間
も
な
く
の
死
だ
っ
た
。親
子
の
人
生
を
垣

間
見
て
直
ぐ
の
出
来
事
だ
っ
た
。あ
っ
け
な
か
っ
た
。

利
用
者
の
方
は
八
十
、九
十
歳
代
で
中
に
は
複
数
の
病
気
や
認
知
症
も
付

い
て
入
所
さ
れ
る
。家
族
に
は
生
活
の
様
子
、経
過
等
随
時
共
有
し
て
い
た

だ
い
て
は
い
る
が
…
…
。

私
は
死
に
行
く
人
を
見
送
る
た
め
に
看
護
師
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
。引

き
止
め
る
た
め
に
な
っ
た
の
だ
。「
ま
だ
逝
っ
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
、ガ
ン
バ
レ
。ま

だ
や
り
残
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
よ
」
と
。

施
設
長
に
今
の
気
持
ち
を
打
ち
明
け
た
。高
齢
の
方
が
入
所
し
て
い
る
の

だ
か
ら
当
然
な
の
だ
が
、一
人
ひ
と
り
知
っ
て
い
る
顔
が
消
え
て
い
く
の
は
辛

い
。私
は
毎
日
出
勤
し
て
何
や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、と
。

施
設
長
は「
吉
田
さ
ん
何
言
っ
て
る
の
、こ
れ
は
尊
い
お
仕
事
な
の
、全
う

さ
れ
た
命
、最
後
の
瞬
間
に
立
ち
合
う
仕
事
な
の
。長
い
間
お
疲
れ
様
で
し

た
。ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
っ
て
ね
。

こ
こ
に
い
る
方
た
ち
は
み
ん
な
高
齢
で
し
ょ
。お
め
で
と
う
だ
よ
。看
取
ら
せ

て
も
ら
う
の
よ
。人
生
の
終
わ
り
を
。誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
の
。

私
は
以
前
、大
臣
の
最
後
を
看
取
ら
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
。秘
書

で
も
奥
様
で
も
医
者
で
も
な
い
。大
臣
の
最
後
は
私
一
人
だ
っ
た
の
。『
最
後
に

い
た
の
は
私
で
し
た
。私
一
人
で
し
た
』っ
て
胸
を
張
っ
て
誇
り
た
い
気
持
ち

だ
っ
た
よ
」
と
片
手
を
高
々
と
挙
げ
て
言
っ
た
。

私
は
涙
が
出
て
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。施
設
長
に
、も
っ
と
も
っ
と

肯
定
の
言
葉
を
言
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。そ
し
て
軽
く
な
り
た
か
っ
た
。

苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
て
迷
い
を
払
拭
し
た
か
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
修
行
が
た
り
な
い
と
思
っ
た
。

自
分
を
恥
じ
た
。

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
、と
思
っ
た
。

レクリエーション　フラダンスの後で

施設長（左）と

書道クラブ　「達者」という字を書きました
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第14回熟年メッセージ大会応募状況Ⅷ

（6）審査状況
応募件数 102 件のうち1次審査（書類審査）を通過した
8名に対して、12月13日に、
ふれあい交流会実行委員会委員による2次審査（オーディ
ション）を実施し、順位を決定した。
［表彰］	 グランプリ：1名、準グランプリ2名、第 3位：なし
	 はつらつ賞：5名

（4）	 年代別・男女別応募状況

年  代 男  性 女  性 団体 計
40 １件 2 件 3 件

50 2 件 2 件

60 16 件 10 件 26 件

70 24 件 19 件 43 件

80 11 件 11 件 22 件

90 1 件 3 件 4 件

不明 １件 1 件

団体 1 件 1 件

合  計 54 件 47 件 1 件 102 件

（5）地域別応募状況

地　域 件 数
東 部 27 件

中 部 45 件

西 部 30 件

合 計 102 件

（1）	 応募対象者
県内在住者で、自身を熟年と思っている方　
グループ（2～ 5人程度）での参加も可能

（2）	 応募テーマ
特に定めなし。「次世代に伝えたいこと」や「これから挑戦したいこと」など何でもよい。

（3）	 応募状況
応募件数は、男性 54件、女性 47件、団体 1件の合計 102 件であり、年代別では男女と
も70歳代が一番多かった。
また、地域別では東部 27件、中部 45件、西部 30件であった。
応募者のうち、最高齢者は小山町在住の 93歳女性であった。
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熟年メッセージ大会過去のグランプリ受賞者Ⅸ

ふれあい交流会実行委員会

開催（年） 受 賞 者 題　　　　名

第１回（2000 年） 内田　民恵 私の「朗演」をめざす

第２回（2001 年） 吉田　貞夫 高松市成人式に思う

第３回（2002 年） グループ紙風船 踊っとかないとあとのまつり

第４回（2003 年） 村松　多喜 「八十路の生きがい万葉集を読む」

第５回（2004 年） 野田　哲二 音楽をとおして社会に貢献

第６回（2005 年） 山崎　富美子 おそるべし　熟年パワー

第７回（2006 年） 松井　美智子
私の「人生の目的」

ー私の歩んだ人生から見つけたものー

第８回（2007 年）
小林博治と

スモール・エコー
「みんなで挑戦」

第９回（2008 年） 鈴木　ふき江 「豊かな晩秋のために」

第 10 回（2009 年） 藤田　保代 熟年パワーで人生ますます若返り

第 11 回（2010 年） 野澤　里治 過疎の山里にくらす

第 12 回（2011 年） 成澤　政江 目上の人には感謝を　若い人にはエールを

第 13 回（2012 年） 小澤　正人 やらないで後悔はしたくない

大会会長　　佐古　伊康　　しずおか健康長寿財団理事長

実行委員長　西谷　祐一　　駿州夢づくり交流会

実行委員　　日詰　一幸　　静岡大学人文学部教授

実行委員　　砂田　学　　　駿州夢づくり交流会

実行委員　　平田　五子　　静岡県老人クラブ連合会副会長

実行委員　　松浦　孝治　　元静岡県ねんりんピック統括監

実行委員　　森田　みか　　有限会社創造工房専務取締役
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第１4回熟年メッセージ大会

平成
25年度 すこやか長寿祭

ふれあい交流会
すこやか長寿祭

ふれあい交流会

すこやか長寿祭ふれあい交流会実行委員会

公益財団法人 しずおか健康長寿財団しずおか健康長寿財団

平成26年2月1日（土） グランシップ中ホール・大地

常葉大学学生ボランティアの皆さん


